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9月定例会 9月議会定例会が9月8日から20日までの13日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。

町長提案

● 藍住町税条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告………………………………………………原案可決
　 税制の整備を図るため地方税法等が一部改正されたことに伴い、本町税条例等の一部を改正

● 平成22年度藍住町一般会計歳入歳出決算の認定…………………………………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）歳入歳出決算の認定…………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（老人保健事業）歳入歳出決算の認定………………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（介護保険事業）歳入歳出決算の認定………………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（介護サービス事業）歳入歳出決算の認定…………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）歳入歳出決算の認定………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（藍寿苑介護サービス事業）歳入歳出決算の認定…………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（水道事業）歳入歳出決算の認定……………………………………………原案可決

● 平成22年度藍住町特別会計（下水道事業）歳入歳出決算の認定…………………………………………原案可決

● 平成23年度藍住町一般会計補正予算………………………………………………………………………原案可決

● 藍住町福祉に関する条例の一部改正………………………………………………………………………原案可決
　 福祉手当支給対象のうちの母子家庭等を父子家庭等に拡大

● 藍住町保育所保育の実施及び実施基準条例の一部改正…………………………………………………原案可決
　 保育所の民間移管に伴い、条例の一部を改正

● 財産の無償譲渡………………………………………………………………………………………………原案可決
　 藍住東・西保育所の建物を移管先法人へ無償譲渡

● 財産の無償貸与………………………………………………………………………………………………原案可決
　 藍住東・西保育所の土地を移管先法人へ無償貸与

● 公共下水道第六処理分区南部支線管渠工事（第２工区）請負契約の変更請負契約……………………原案可決
　 工期の変更

報　　告

● 藍住町土地開発公社の経営状況を説明する書類の提出について

● 平成22年度財政健全化判断比率の報告

● 平成22年度水道事業会計資金不足比率の報告

● 平成22年度下水道事業会計資金不足比率の報告

諮　　問

● 人権擁護委員候補者の推薦について……………………………………………………………………阿部　智恵
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平成22年度決算認定

★特別会計決算状況★

★一般会計決算状況★
歳入 歳出

実質収支額３億809万円の黒字決算

区　　　　分

区　　　　分 歳　　　入 歳　　　出 収益的収支純利益（消費税調査後）
および資本的収支不足額

歳　　　入 歳　　　出 繰越明許費 実質収支額

国 民 健 康 保 険 事 業 29億1,789万円

341万円

18億9,977万円

1,152万円

2億205万円

2億6,912万円

3億4,222万円

27億5,460万円

341万円

18億789万円

1,152万円

1億9,898万円

2億4,638万円

3億742万円

0円

0円

0円

0円

0円

0円

1,260万円

1億6,329万円

水 道 事 業
収益的収支

資本的収支

4億9,789万円

858万円

3億1,896万円

2億2,726万円

1億6,779万円

△2億1,868万円

0万円

9,188万円

0円

307万円

2,274万円

2,220万円

老 人 保 健 事 業

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業

藍 寿 苑 介 護 サ ー ビ ス 事 業

下 水 道 事 業

　　　※水道事業の資本的収支不足額については、内部留保資金等で全額補填しました。

　歳入歳出差引額から、繰越明許費繰越額（翌年度

へ繰り越すべき財源）を差し引いた実質収支額は、

３億809万円となりました。

　実質収支額の 10％ 3,080 万円を財政調整基

金（町の貯金）へ積立て、残り２億7,729円を平

成23年度へ繰越しました。

歳 入 総 額 94億6,920万円

歳 出 総 額  90億1,138万円

歳 入 歳 出 差 引 額 4億5,782万円

繰 越 明 許 費 繰 越 額 　1億4,973万円

実 質 収 支 額 3億 809万円

財 政 調 整 基 金 繰 入 額 3,080万円

平成 23 年度への繰越額 2億7,729万円

歳入 出

町税
36億4,243万円

民生費
27億8,222万円

教育費
16億3,018万円

衛生費
11億3,262万円

総務費
8億5,949万円

土木費 5億8,956万円

公債費
8億8,763万円町債 7億4,080万円

繰越金 4億7,405万円

消防費 4億8,378万円

諸支出費 4億4,359万円

議会費 9,233万円
商工費 1,306万円

農林水産費 8,427万円

労働費 1,265万円

分担金・負担金 3億5,187万円
使用料・手数料 2億6,170万円
繰入金 5,392万円
その他 1億1,387万円
その他 8,084万円

地方交付税
16億8,335万円

国からの
支出金
11億
    5,256万円

県からの
支出金 5億1,349万円

地方消費税交付金
2憶4,829万円

地方譲与税 1憶111万円

地方特例交付金 5,101万円

自依

源源

主存

財財

歳入総額
94億
6,920万円

歳出総額
90億1,138万円
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問  

こ
れ
ま
で
の
幼
保
一
元

化
は
ど
う
な
る
の
か
。

答  

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
継

続
し
て
い
く
。

問  

移
管
先
法
人
の
財
政
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
、
事
業
報
告

書
の
提
出
、
苦
情
解
決
、
定

期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
第
三
者
委

員
会
の
活
用
等
を
契
約
前
に

提
示
し
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答 

当
然
契
約
書
に
盛
り
込

む
。
ま
た
、
本
町
独
自
、
先

進
地
の
例
も
参
考
に
し
て
効

果
的
な
監
視
体
制
に
し
た
い
。

問 

保
育
所
の
耐
震
性
に
問

題
は
な
い
の
か
。
対
応
は
。

答 

東
保
育
所
は
建
替
え
が

必
要
。
本
年
度
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
今
後
検
討
。

問 
保
育
所
の
土
地
は
無
償

貸
与
で
な
く
、
有
償
貸
与
に

す
べ
き
で
は
。

答 

無
償
貸
与
に
よ
る
効
果

も
あ
る
た
め
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

問 

障
害
児
保
育
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
配
慮
が

さ
れ
る
か
。

答 

積
極
的
な
受
入
れ
を
行

う
よ
う
運
営
の
条
件
に
示
し

て
い
る
。
職
員
の
加
配
に
必

要
な
補
助
金
制
度
も
検
討
し

た
い
。

問 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
が

激
変
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
買
い
取
る

の
か
。

答 

町
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
と
し
て
最
も
利
用
頻
度
の

高
い
土
地
で
あ
る
た
め
。

問 

学
び
の
か
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
趣
旨
は
。
来
年

度
以
降
も
持
続
可
能
な
事
業

な
の
か
。

答 

不
登
校
の
子
供
た
ち
に

対
す
る
支
援
事
業
で
平
成
23

年
度
後
半
の
県
補
助
事
業
で

あ
る
。
来
年
度
以
降
は
元
小

学
校
の
校
長
先
生
な
ど
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し
た
い
。

問 

小
学
校
総
務
費
の
委
託
料

99
万
７
千
円
と
工
事
請
負
費

１
千
１
８
７
万
円
の
内
訳
は
。

答 

北
幼
小
駐
車
場
整
備
設

計
料
49
万
７
千
円
。
南
小
高

圧
受
電
設
備
設
計
料
50
万
円
。

北
幼
小
駐
車
場
工
事
費
追
加

で
５
８
７
万
円
。
南
小
高
圧

受
電
設
備
工
事
費
６
０
０
万

円
。

問 

北
幼
小
駐
車
場
に
駐
車

で
き
る
台
数
は
。
な
ぜ
運
動

会
に
間
に
合
う
よ
う
工
事
し

な
か
っ
た
の
か
。

答 

駐
車
台
数
は
ま
だ
設
計

で
き
て
い
な
い
た
め
分
か
ら

な
い
。
用
地
買
収
や
用
地
内

の
墓
地
所
有
者
が
県
外
の
た

め
、
事
務
手
続
に
時
間
を
要

し
た
。

問 

保
育
所
民
間
移
管
に
関

す
る
一
般
質
問
の
答
弁
で

「
保
護
者
の
不
安
を
あ
お
る

よ
う
な
行
動
・
発
言
を
す
る

職
員
が
い
る
」と
い
う
よ
う

な
発
言
が
あ
っ
た
が
、
事
実

で
あ
れ
ば
今
度
ど
の
よ
う
な

措
置
を
す
る
の
か
。

答 

「
仮
に
そ
う
い
っ
た
職
員

が
い
る
と
す
れ
ば
」と
い
う

答
え
方
を
し
た
が
、
事
実
関

係
は
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

総
体
質
問

平成23年度９月一般会計補正予算 歳入・歳出とも2,4００万円増額

予算総額   100億2，400万円主な補正の内容 （１万円未満切り捨て）

総　務　費
◆ 防災用品、備蓄品等の購入費・・・・・・・・・・50万円

民　生　費
◆ 台風被害による富吉老人憩いの家屋根修繕費等

・・・・・・・・・・・・・・・・・590万円

消　防　費
◆ 板野東部消防組合消防団負担金・・・・・・228万円

◆ 被災地支援のための職員の派遣費用、
　 デジタル防災行政無線器、災害支援システム 
　 用パソコン等の購入費等・・・・・・・・・・・・774万円

諸　支　出　費
◆ 土地開発公社からの用地購入費

　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・7,740万円

教　育　費
◆ 学びのかけ橋プロジェクト事業
　 （不登校対策の体制強化）・・・・・・・・・・・・・310万円

◆ 地域で科学体験支援事業
 　（小学校の科学体験授業）・・・・・・・・・・・・・・65万円

◆ キラリ輝けあわっこパワー活動事業
 　（学校・地域の特色を生かした体験活動等）　

　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・95万円
◆ 藍住中学校北校舎改築工事費

　　　・・・・・・・・・△１億5,000万円
◆ 藍住東中学校障害者対応
　 エレベーター設置工事費・・・・・・・・・・・2,800万円
◆ 台風被害による藍資料館補修工事費

　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・100万円
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定
住
自
立
圏
構
想

　

定
住
自
立
圏
構
想
は
、
12

市
町
村
が
平
成
21
年
２
月
に

合
意
し
、
昨
年
９
月
に
徳
島

市
が
中
心
市
宣
言
を
行
っ
て

い
る
。

　

各
市
町
村
は
12
月
議
会
に

お
い
て
、
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
に
関
す
る
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例

を
可
決
、
本
年
３
月
議
会
で

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締

結
す
る
議
案
を
議
決
い
た
だ

き
、
３
月
30
日
に
各
市
町
村

長
が
出
席
し
て
合
同
調
印
式

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
幹
事

会
で
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
最
終

案
を
ま
と
め
た
。

　

今
後
は
、
９
月
下
旬
に
市

町
村
長
に
よ
る
推
進
協
議
会

を
開
催
し
、
10
月
か
ら
事
業

を
実
施
す
る
予
定
。
藍
住
町

の
本
年
度
実
施
事
業
は
、
観

光
開
発
事
業･

観
光
誘
致
事

業
と
環
境
保
全
活
動
の
推
進

を
予
定
し
て
い
る
。

保
育
所
の
民
営
化

　

藍
住
町
立
保
育
所
移
管
先

法
人
等
選
定
委
員
会
が
８
月

三
町
合
同
企
画
展

　
　
　「
麻
・
藍
・
布
」

　

藍
染
め
文
化
を
全
国
に
発

信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
一
昨
年
か
ら
群
馬
県
の

東
ひ
が
し
あ
が
つ
ま
ま
ち

吾
妻
町
、
滋
賀
県
の
愛あ

い
し
ょ
う荘

町ち
ょ
うと

合
同
で
開
催
し
て
い
る

三
町
合
同
企
画
展
は
、
今
年

度
は
９
月
17
日
か
ら
19
日
の

日
程
で
滋
賀
県
愛
荘
町
で
開

催
さ
れ
る
。

　

こ
の
企
画
を
通
し
て
３
町

の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

藍
の
文
化
や
魅
力
を
多
く
の

方
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

国
民
文
化
祭

　

来
年
度
は
徳
島
県
で
開
催

さ
れ
、本
町
で
は「
藍
」と「
勝

瑞
」を
テ
ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
い
。

　
「
藍
」関
連
で
は
、
蒅
す
く
もに
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
展
示
や
体

験
の
イ
ベ
ン
ト
、
さ
ら
に
三

町
合
同
企
画
展
の
総
決
算
と

な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計

画
。
ま
た
、「
勝
瑞
」関
連
で

は
、
三
好
氏
に
ゆ
か
り
の
あ

る
自
治
体
に
声
を
か
け
て
、

広
域
的
な
連
携
の
も
と
、
人

的
・
物
的
交
流
や
産
業
提
携

を
進
め
、
三
好
氏
の
歴
史
と

文
化
を
、
ま
ち
づ
く
り
・
ひ

と
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
と
し
た「
戦
国
三
好
サ

ミ
ッ
ト
」の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

藍
住
東
中
学
校
の

　
　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

　

来
年
度
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

で
の
移
動
が
必
要
な
児
童

が
、
東
中
学
校
へ
の
進
学
を

希
望
さ
れ
て
い
る
と
の
申
出

を
教
育
委
員
会
経
由
で
お
聞

き
し
た
。

　

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
あ
る
が
、
教
育
に
対
す
る

環
境
整
備
で
あ
る
点
を
考
慮

し
、
今
議
会
に
東
中
学
校
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
費
２
千
８

０
０
万
円
を
補
正
予
算
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

新
町
民
体
育
館
の
設
計
業
務
委
託

　

６
月
22
日
に
入
札
し
、
株

式
会
社
平へ
い

島し
ま

弘
之
＋
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
28
に
委
託
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
体
育
館
の
配
置
及

び
ア
リ
ー
ナ
部
分
の
コ
ー
ト

の
配
置
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
・

器
具
庫
・
更
衣
室
・
ト
イ
レ
・

管
理
室
等
の
基
本
設
計
に
か

か
っ
て
い
る
。

排
水
路
計
画

　

近
年
の
降
雨
の
あ
り
方
及

び
本
町
の
開
発
状
況
に
よ

り
、
既
存
排
水
路
の
能
力
等

の
検
証
及
び
排
水
路
の
全
体

構
想
を
策
定
す
る
た
め
、
７

月
27
日
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

へ
業
務
委
託
し
た
。

　

全
体
的
基
本
構
想
を
策
定

す
る
た
め
、
業
務
期
間
は
来

年
２
月
末
ま
で
と
し
て
お
り
、

計
画
樹
立
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
も
の
で
あ
る
。
計
画
が

で
き
次
第
、
議
会
に
説
明
す

る
機
会
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

防
災
講
座
の
開
催

　

本
年
度
は
６
月
以
降
、
各

地
区
協
や
福
寿
会
な
ど
９
地

区
に
お
い
て
、
延
べ
３
３
６

名
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
地

震
災
害
を
中
心
と
し
た
防
災

講
座
を
開
催
し
た
。
今
後
も

防
災
意
識
の
高
揚
の
た
め
、

機
会
を
捉
え
て
開
催
し
て
ま

い
り
た
い
。
ま
た
、各
地
区
、

各
団
体
等
で
御
要
望
が
あ
れ

ば
、
防
災
担
当
ま
で
御
連
絡

を
い
た
だ
き
た
い
。

古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル

 

古
着
は
本
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
に
約
９
ト
ン
を
回

収
。
そ
の
す
べ
て
が
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

当
た
り
１
円
が
町
の
収
入
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
何
よ
り

も
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
の
減
量
と

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
改
革

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
今
後
も
リ
サ
イ
ク

ル
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
し
て
ま
い
り
た
い
。

ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
島

　

７
月
13
日
午
前
に
現
地
を

訪
れ
、
建
設
を
請
け
負
っ
て

い
る
鹿
島
建
設
株
式
会
社
及

び
日
本
道
路
株
式
会
社
の
担

当
の
方
か
ら
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
順

調
に
工
事
は
進
め
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
本
年
中
の

オ
ー
プ
ン
は
間
違
い
な
さ
そ

う
で
あ
る
。

18
日
ま
で
に
５
回
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
、
移
管
先
法
人
の

選
定
結
果
の
報
告
を
受
け
た
。

こ
の
報
告
書
の
結
果
を
尊
重

し
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
、

藍
住
東
保
育
所
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
法
人
蒼そ
う

生せ
い

会か
い

へ
、

藍
住
西
保
育
所
に
つ
い
て
は

社
会
福
祉
法
人
和
田
島
福
祉

会
へ
移
管
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
ま
た
、
円
滑
な
保
育
所

運
営
を
行
い
、
よ
り
一
層
保

育
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

建
物
に
つ
い
て
は
無
償
譲
渡
、

土
地
に
つ
い
て
は
無
償
貸
与

と
し
た
い
。

　

な
お
、
中
央
保
育
所
の
給

食
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
も
、

今
後
進
め
て
行
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

町
か
ら
の
主
な
報
告

三好　長輝 像
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問  

ゆ
め
タ
ウ
ン
が
オ
ー
プ

ン
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
が

正
法
寺
川
左
岸
管
理
道
を
徒

歩
や
自
転
車
で
通
行
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
交
通
安

全
対
策
や
、
全
体
の
交
通
渋

滞
の
緩
和
対
策
と
し
て
奥
野

橋
か
ら
千
鳥
橋
付
近
ま
で
の

区
間
を
舗
装
整
備
す
れ
ば
ど

う
か
。
ま
た
、
整
備
さ
れ
れ

ば
人
の
往
来
も
増
加
し
、
正

法
寺
川
へ
の
ご
み
の
不
法
投

棄
問
題
に
も
効
果
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

   　答  

町
が
舗
装
を
行
い
、
自

動
車
兼
用
歩
道
と
し
て
使
用

す
る
に
は
河
川
管
理
者
の
許

可
が
必
要
で
あ
る
。
許
可
を

得
る
に
は
日
数
が
か
か
る
た

め
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
オ
ー
プ
ン

ま
で
に
供
用
可
能
な
状
態
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
交
通
の
安
全
、
環
境

保
全
、
健
康
増
進
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
等
の
た
め
に
も
実
現

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。
ま

た
、
占
用
を
開
始
す
る
際
に

は
防
犯
に
も
考
慮
し
た
道
路

を
と
考
え
て
い
る
。

問  

８
月
に
西
保
育
所
の
保

護
者
会
か
ら
町
に
対
し
て「
保

育
所
の
移
管
に
関
す
る
質
問

書
」、「
西
保
育
所
の
移
管
中

止
を
求
め
る
要
望
書
」が
提

出
さ
れ
た
が
、
町
関
係
者
が

保
護
者
を
扇
動
し
、
反
対
運

動
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
聞
い
た
。
保
育
所
の

民
間
移
管
は
子
育
て
支
援
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め

に
実
施
さ
れ
る
の
も
の
で
あ

り
、
町
関
係
者
は
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
。

①
町
関
係
者
が
関
与
し
、
反

対
運
動
を
実
施
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
事
実
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

②
町
は
移
管
中
止
を
含
め
て

再
検
討
を
行
う
の
か
。

③
質
問
書
に
は
保
護
者
へ
の

周
知
が
十
分
で
な
か
っ
た
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
関
係
者

へ
の
周
知
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
き
た
の
か
。

④
保
護
者
、
移
管
先
法
人
、

町
と
の
三
者
で
円
満
に
民
間

移
管
を
進
め
る
た
め
の
準
備

は
何
か
あ
る
の
か
。

  　

答  

①
万
が
一
に
も
保
護
者

の
不
安
を
あ
お
る
行
為
を
し

た
職
員
が
あ
る
と
す
れ
ば
残

念
の
極
み
で
あ
る
が
、
事
実

関
係
は
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

②
平
成
22
年
度
か
ら
一
定
の

手
順
を
踏
ん
で
進
め
て
き
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
瑕

疵
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
移
管
中

止
を
含
め
た
再
検
討
は
全
く

考
え
て
い
な
い
。

③
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
４

回
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
２
回
、

全
体
説
明
会
２
回
、
東
・
西

保
育
所
で
の
相
談
会
を
各
１

回
ず
つ
行
っ
て
い
る
。
保
護

者
の
全
く
知
ら
な
い
う
ち

に
、
町
だ
け
で
移
管
を
進
め

て
き
た
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

④
第
１
回
目
の
三
者
懇
談
会

を
で
き
れ
ば
10
月
に
行
い
た

い
。
そ
の
中
で
十
分
に
話
し

合
い
円
満
に
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

平石　賢治　議員

正法寺川左岸の舗装整備の実現を
舗装等工事費は町負担となるが、
早期に実現できるよう努めたい

保
育
所
民
間
移
管

町
は
保
護
者
に

誠
意
あ
る
対
応
を

町
と
移
管
先
法
人
、
保
護
者
の

三
者
で
円
満
に
進
め
た
い

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

正法寺川左岸管理道
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問  

東
日
本
大
震
災
は
か
つ

て
な
い
大
津
波
を
伴
い
、
東

北
地
方
の
人
々
の
平
和
な
暮

ら
し
を
一
瞬
に
破
壊
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
大
津
波
は
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
も

襲
い
か
か
り
、
未
曾
有
の
大

惨
事
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。
自
然
の
驚
異
の
前
に
は

私
た
ち
が
い
か
に
無
力
で
あ

る
事
と「
原
発
は
安
全
」と
い

う
神
話
が
崩
れ
去
っ
た
一
瞬

で
も
あ
り
、
東
北
の
人
々
は

半
年
経
っ
た
今
も
復
旧
、
復

興
よ
り
も
放
射
能
の
恐
怖
に

怯
え
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
３
月
11
日
の
教
訓
か
ら

全
国
の
自
治
体
で
は
地
震
災

害
対
策
の
見
直
し
と
原
子
力

発
電
に
頼
ら
な
い
電
力
の
自

給
自
足
の
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。
町
有
施
設
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
と
一
般
家
庭

へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の

補
助
金
制
度
の
創
設
を
急
ぐ

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

計
画
は
進
ん
で
い
る
か
。

問  

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

や
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
切
り
捨
て
、「
ハ
コ
も
の
行

政
」ば
か
り
が
目
に
つ
く

が
、
従
来
か
ら
の
、
青
少
年

ホ
ー
ム
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
緑

の
広
場
管
理
棟
、
藍
翠
苑
な

ど
の
老
朽
化
し
た
施
設
の
有

効
活
用
は
出
来
て
い
な
い
。

い
っ
た
い
ど
う
す
る
つ
も
り

な
の
か
。
ま
た
、
町
借
り
上

げ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答  

ど
の
施
設
も
人
数
の
多

少
は
あ
る
が
、利
用
が
あ
り
、

利
用
度
の
高
い
施
設
も
あ
る
。

   　答  

現
在
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

や
緑
の
広
場
周
辺
の
９
か
所

に
太
陽
光
発
電
に
よ
る
外
灯

を
設
置
し
、
電
力
の
削
減
と

共
に
、
耐
久
性
な
ど
の
テ
ス

ト
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
耐

久
性
や
コ
ス
ト
、
導
入
方
法

や
補
助
制
度
の
動
向
を
見
な

が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
一
般
家
庭
の
助
成

制
度
の
実
施
に
つ
い
て
も
、

現
在
、
国
の
補
助
制
度
が
あ

る
が
、
独
自
の
補
助
制
度
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
先
月
成
立
し

た
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措

置
法
の
動
向
や
、
県
・
市
町

村
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
連

絡
協
議
会
な
ど
に
よ
り
、
今

後
の
方
向
や
補
助
金
額
に
つ

い
て
、
近
隣
市
町
村
と
協
議

を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
利
用
状
況
、
利
用
頻

度
等
も
見
極
め
な
が
ら
、
施

設
の
統
廃
合
も
含
め
て
建
替

え
や
改
修
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
一
部

草
が
生
え
て
い
た
り
、
利
用

さ
れ
て
い
な
い
所
も
見
受
け

ら
れ
る
が
、
児
童
館
と
併
設

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
児

童
の
遊
び
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
地
域
の

高
齢
者
の
憩
い
の
場
で
も
あ

る
た
め
、
地
域
住
民
と
協
議

の
上
、
有
効
に
活
用
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

喜田　敏夫　議員

電力の自給自足を自治体主導で推進せよ！
早急に検討していきたい

町有施設の有効活用は出来ているか？
順次、建替えや耐震改修を進めて
いかなければならないと考えている

勤労青少年ホームと太陽光発電による外灯
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問  

人
智
を
超
え
た
自
然
の

猛
威
に
対
し
て
、
人
類
の
無

力
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い

災
害
が
相
次
い
で
い
る
中
、

予
測
さ
れ
る
東
南
海
３
連
動

地
震
に
備
え
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
の
命
を
守
る
能
力
を

育
て
る
教
育
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
災
害
時
に
誰
か
の
指

示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
の
判
断
で

率
先
垂
範
の
行
動
が
と
れ
る

教
育
を
実
践
す
べ
き
だ
。

　

実
情
に
合
っ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
と
訓
練
は
行
わ
れ

て
い
る
か
。
災
害
時
、
施
設

の
照
明
器
具
、
天
井
材
等
の

落
下
物
、
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
対
策
と
学
校
施
設
の
安

全
管
理
の
現
状
を
伺
う
。

問  

県
は
防
災
サ
ー
ビ
ス「
す

だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」
を
応
用

し
、登
録
者
の
携
帯
電
話
に
、

台
風
接
近
時
な
ど
に
警
報
や

注
意
報
等
の
配
信
、
災
害
時

の
安
否
確
認
な
ど
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
町
村
の

職
員
、
医
療
機
関
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
関
係
事
業
者
に
よ
る

現
場
か
ら
の
情
報
提
供
が
共

有
さ
れ
、
効
率
的
に
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。
更
に

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
活
用
で

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

性
化
や
得
す
る
生
活
情
報
な

ど
住
民
の
暮
ら
し
に
大
い
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

県
の
方
針
に
合
わ
せ
て
積
極

的
な
登
録
推
進
を
す
べ
き
で

は
。

答  

現
在
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

南
海
大
地
震
発
生
時
に
は
、

藍
住
町
で
も
津
波
や
地
割
れ

が
発
生
す
る
と
い
う
前
提
に

切
り
換
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
避
難
訓
練
や
地
震
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

　

比
構
造
部
材
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
現
在
対
応
で
き

て
い
な
い
。
耐
震
点
検
に
専

門
的
な
知
識
や
多
額
の
費
用

を
伴
う
た
め
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

学
校
施
設
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
は
、
教
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
自
分
の
持
ち
場
を
決
め

て
、
危
険
箇
所
が
な
い
か
定

期
的
に
点
検
を
し
て
お
り
、

そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し

て
い
る
。

答  

「
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
県
下

の
災
害
時
の
情
報
手
段
と
し

て
有
効
な
も
の
と
し
て
導
入

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
多
く

の
人
が
登
録
、
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
効
果
が
上
が
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
県
全

体
の
登
録
者
数
は
１
万
１
千

人
、
本
町
職
員
の
登
録
は
７

名
と
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

を
利
用
し
た
地
域
情
報
な
ど

の
配
信
に
つ
い
て
も
、
利
用

方
法
や
ど
う
い
っ
た
情
報
発

信
が
利
用
で
き
る
か
を
、
広

報
担
当
者
や
県
の
担
当
課
と

も
協
議
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

西川　良夫　議員

学校防災の推進・自らの
命を守る能力を育てる
教育を
柔軟かつ緻密な防災教育が
できるよう今後も力を入れたい

災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の

活
用
・
す
だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
の

登
録
推
進
を

　

職
員
や
住
民
の
方
々
の
登
録
、
利
用
に

　

つ
い
て
周
知
、
広
報
を
行
っ
て
い
き
た
い

藍住南小学校の避難訓練の様子
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防災対策について
国・県の見直しに合わせ、本町の
防災計画・ハザードマップを見直
したい

東・西保育所の
民間移管について
保育事業を安定的、継続的に実施
できるよう移管先法人の負担軽減が
必要

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

小川　幸英　議員

問  

①
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
オ
ー

プ
ン
に
よ
り
町
内
商
工
業
者

は
大
打
撃
を
受
け
る
と
思
わ

れ
る
が
、
商
業
者
対
策
は
。

②
オ
ー
プ
ン
時
に
は
大
混
雑

が
予
想
さ
れ
る
玉
村
印
刷
所

か
ら
ゆ
め
タ
ウ
ン
に
向
か
う

道
路
は
車
の
対
向
が
で
き
な

い
が
ど
う
す
る
か
。

③
町
道
東
中
須
団
地
１
号
線

の
道
路
改
良
は
１
件
土
地
の

買
収
が
で
き
て
な
い
が
オ
ー

プ
ン
ま
で
に
歩
道
は
で
き
る

の
か
。

答  

①
昨
年
に
引
き
続
き
、
商

工
会
主
体
で
総
額
１
億
１
千

万
円
の
商
品
券
を
発
行
予
定
。

こ
の
う
ち
、
８
０
０
万
円
を

問  

①
台
風
12
号
に
よ
る
町

内
の
農
作
物
の
被
害
状
況
は
。

②
東
日
本
大
震
災
で
死
者
行

方
不
明
に
な
っ
た
国
公
私
立

の
小
中
高
の
児
童
生
徒
数
は

５
３
６
人
。
大
切
な
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
た
め
日
ご

ろ
の
防
災
教
育
や
避
難
訓
練

の
重
要
性
が
言
わ
れ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
も
南
海
、
東

南
海
地
震
で
被
害
が
想
定
さ

れ
、
学
校
の
授
業
の
中
で
一

貫
し
た
防
災
教
育
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
町
で
は
防
災
な
ど
の
緊
急

情
報
を
伝
え
る
手
段
と
し
て

防
災
無
線
を
使
っ
て
い
る

が
、
受
信
で
き
な
い
場
所
も

多
い
。
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル

配
信
で
緊
急
情
報
や
災
害
情

報
を
受
信
で
き
な
い
か
。

答  

①
水
稲
被
害
が
６
件
、

そ
の
他
の
野
菜
、
果
実
、
ハ

ウ
ス
等
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

町
が
補
助
。案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト「
あ
い
プ
ラ
ス
ナ
ビ
」を
発

行
、
活
用
販
売
促
進
講
習
会

を
２
回
開
催
予
定
。

②
時
間
帯
に
よ
る
交
通
規
制

を
行
う
予
定
。

③
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
場

合
、
そ
の
歩
道
は
現
状
の
ま

ま
と
な
る
が
、
御
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
最
後
ま
で
努
力

し
た
い
。

ど
被
害
な
し
。

②
防
災
教
育
は
、
生
涯
に
わ

た
る
防
災
能
力
の
基
礎
を
育

成
す
る
た
め
に
避
難
訓
練
だ

け
で
な
く
、
学
習
指
導
要
領

に
沿
っ
て
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
じ
て
体
系
的
に
行

わ
れ
て
い
る
。

③
県
の
す
だ
ち
く
ん
メ
ー

ル
、
学
校
等
の
不
審
者
情
報

配
信
メ
ー
ル
、
エ
リ
ア
メ
ー

ル
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段
が

あ
る
。
ど
う
い
っ
た
も
の
が

よ
い
か
今
後
検
討
し
た
い
。

問  

東
保
育
所
が
社
会
福
祉

法
人
蒼
生
会
に
、
西
保
育
所

が
小
松
島
市
の
社
会
福
祉
法

人
和
田
島
福
祉
会
に
移
管
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
建
物
は

無
償
譲
渡
、
土
地
は
無
償
貸

与
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ

土
地
を
無
償
で
貸
す
の
か
。

答  

土
地
・
建
物
に
係
る
費

用
を
軽
減
し
、
保
育
内
容
の

更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
で

あ
る
。
な
お
建
物
は
施
設
の

維
持
管
理
を
含
め
、
法
人
の

責
任
に
お
い
て
運
営
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
た
め
譲

渡
と
し
た
。

ゆめタウンと周辺道路対策について
江ノ口新居須線のコーナン東側交差点は
３車線となる

拡幅工事中の町道東中須団地１号線

その他の質問

◆ いじめ、不登校対策について
◆ 熱中症対策について
◆ 礼節や礼儀について
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問  

台
風
に
よ
る
豪
雨
と
浸

水
で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。

新
町
民
体
育
館（
建
設
費
約

15
億
円
）よ
り
次
の
こ
と
を
優

先
す
れ
ば
、必
要
な
予
算
は
。

①
道
路
の
浸
水
や
排
水
路
の

調
査
と
今
後
の
対
策
は

②
地
震
な
ど
災
害
か
ら
住
民

を
守
る
防
災
対
策
は

③
給
食
費
の
半
額
負
担
で
負

担
軽
減
を 

④
学
校
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を

⑤
下
水
道
の
加
入
者
負
担
を

ゼ
ロ
に

⑥
粗
大
ゴ
ミ
手
数
料
を
１
０

０
円
に

価
は

⑵
学
校
給
食
の
民
間
委
託
で

①
食
品
で
重
大
な
事
故
が
起

こ
っ
た
場
合
の
責
任
は

②
調
理
に
使
用
す
る
設
備
、

機
材
、
物
品
の
購
入
は
町
負

担
で
あ
れ
ば
、
請
負
で
な
く

労
働
者
派
遣
で
あ
る
。
法
に

抵
触
し
な
い
の
か

問  

福
島
原
発
事
故
で
、
安

全
神
話
は
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

①
原
発
廃
止
の
世
論
は
８
割
、

世
論
の
受
け
止
め
は

②
太
陽
光
発
電
の
普
及
計
画
は

③
放
射
能
汚
染
で
町
民
の
不

安
、
食
料
品
の
安
全
、
学
校

調
理
現
場
で
対
応
は

④
放
射
能
測
定
器
設
置
し
、

放
射
線
量
を
調
査
す
る
こ
と

答  

①
原
発
の
推
進
は
で
き

な
い
と
考
え
る
。

問  

給
食
、
保
育
と
民
間
委

託
が
相
次
ぐ
。
だ
が
保
育
は

金
儲
け
の
事
業
で
な
く
、
次

の
世
代
を
育
て
る
大
切
な
仕
事
。

⑴
保
護
者
会
は
、
町
立
保
育

所
の
保
育
の
質
が
高
い
の
は

36
年
前
か
ら
の
町
独
自
の
幼

保
一
元
化
に
あ
る
と
高
く
評

価
を
し
て
い
る
が
、
町
の
評

答  

①
今
年
度
は
基
本
構
想

を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
を

委
託
し
て
い
る
。

②
デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の
整

備
、
仮
設
ト
イ
レ
等
の
協
力

協
定
、
避
難
所
と
し
て
の
大

規
模
商
業
施
設
利
用
等
を

検
討
。

③
約
９
千
７
０
０
万
円
。国
・

県
の
補
助
金
は
な
い
た
め
非

常
に
難
し
い
。

④
概
算
工
事
費
２
億
７
千
６

８
０
万
円
。
成
長
期
の
児
童

生
徒
に
与
え
る
身
体
的
な

影
響
も
含
め
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

⑤
第
１
期
事
業
計
画
区
域
で

約
９
千
６
０
０
万
円
。
負
担

金
ゼ
ロ
は
難
し
い
が
見
直
し

は
必
要
。

⑥
約
３
６
７
万
円
。
現
在
検

討
中
。

答  

⑵
①
委
託
先
の
法
人
が

責
任
を
負
う
。

②
消
耗
品
等
は
委
託
先
が
負

担
。
業
務
に
関
す
る
指
示
は

委
託
先
の
業
務
責
任
者
に
し

か
行
わ
な
い
た
め
委
託
契
約

で
よ
い
と
考
え
る
。

②
県
内
各
市
町
村
の
導
入
状

況
等
を
調
査
し
、
今
後
の
方

向
性
や
補
助
金
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

③
米
は
す
べ
て
藍
住
町
産
。

野
菜
は
一
部
を
町
内
業
者
か

ら
納
入
し
、
産
地
表
示
さ
れ

て
い
る
。
牛
肉
は
個
体
識
別

番
号
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

④
測
定
器
の
購
入
を
検
討
し

た
い
。

林　　　茂　議員

災害に備えたまちづくりを
優先すること
県の減災対策についての中間報告を参考
に必要な対策は随時取り組みたい

民
営
化
の
判
断
基
準
は

住
民
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、

直
営
業
務
で
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
が

予
想
さ
れ
る
業
務
を
中
心
に
実
施

防災無線室

町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

原発から太陽光発電
に転換すること
原発廃止の影響について議論を
深めた上で判断を行うべきである
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町民の声
住民に迷惑をかけない選挙活動を！

 住吉　西岡　貞雄さん

　町議会議員の選挙が来年２月に行われるようです。選挙の度

に街宣車の連呼が問題になります。

　また、特定の党がビラを配布するのにも辟易します。何年か

前に都内でのビラ配布が住所侵入罪になった新聞記事を見たこ

とがあります。

　特に今年は東日本大震災に配慮して、郡内の他町では選挙カー

の自粛を申し合わせて選挙をしていると聞きました。藍住町も

名前を連呼して騒音だけをまき散らしている選挙カーの使用を

今一度、考えてみてはどうでしょうか。

　立候補を予定されている皆さん、どう

か他人に迷惑をかけない選挙活動を行っ

てください。

　

本
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
傍
聴
は
、
本
会
議

当
日
、
先
着
順
に
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
傍
聴
席
の
定

員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

本会議を
傍聴しませんか

定例会案内
次の定例会は12月です。
次号は２月に発行します。

●お問い合わせ●
議会事務局 ☎637–3127

①
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
。

②
掲
載
時
に
匿
名
を
希
望
す
る
方
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

③
字
数
は
５
０
０
字
以
内
。

④
投
稿
者
の
多
い
場
合
に
は
、
掲
載
月
を
調
整
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　編集委員会では、町民
の声の投稿を募集してい
ます。
　議会や町政に関するご
意見をお寄せください。

投 稿 規 定

板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
報
告

　

10
月
24
日
に
北
島
町
立
図

書
館
創
世
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
研
修
会
に
参
加
し
た
。

研
修
会
で
は
、
徳
島
大
学
名

誉
教
授
村
上
仁
士
氏
に
よ
る

「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
三
連

動
地
震
へ
の
備
え
」と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

災
害
に
対
す
る
考
え
方
は

「
防
災（
被
害
抑
止
）」か
ら

「
減
災（
被
害
軽
減
）」へ
と
変

わ
っ
て
き
た
。
大
地
震
に
よ

る
被
害
は
免
れ
な
い
た
め
、

い
か
に
被
害
を
軽
減
す
る
か

が
重
要
で
あ
り
、
家
庭
・
地

域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

町
の
被
害
の
イ
メ
ー
ジ
を
共

有
し
、
被
害
最
小
化
に
向
け

て
積
極
的
な
対
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

ま
た
、
南
海
地
震
が
起

こ
っ
た
場
合
、
板
野
郡
の
被

害
は
震
度
６
弱
、
広
範
囲
の

液
状
化
を
想
定
し
て
い
る
。

三
連
動
地
震
が
起
こ
れ
ば「
超

広
域
複
合
災
害
」と
な
る
可

能
性
が
あ
り
、
他
県

等
か
ら
の
援
助
も
難

し
く
な
る
で
あ
ろ
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

講
演
の
最
後
に

は
、
一
番
重
要
な
こ

と
は「
あ
な
た
方
が

負
傷
し
な
い
、
死
な

な
い
こ
と
が
あ
な
た

方
の
義
務
で
あ
る
」

と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

　

大
地
震
に
よ
る
免

れ
な
い
被
害
を
最
小

化
す
る
た
め
に
、
行
政
に
よ

る
早
期
対
応
が
必
要
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
私
た
ち
個
人
も
被
害
の

イ
メ
ー
ジ
を
描
き
、
避
難
場

所
へ
の
経
路
確
認
や
家
族
の

安
否
確
認
方
法
、
避
難
訓
練

へ
の
積
極
的
な
参
加
等
の
心

構
え
が
必
要
で
あ
る
と
実
感

し
た
。

開会のことばを述べる永浜茂樹議長
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８ 

月

１
日　

松
茂
町
町
制
施
行
五
十
周
年

　
　
　

記
念
式
典

９
日　

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　
　

域
連
合
議
会
定
例
会（
徳
島

　
　
　

市
）

23
日　

藍
住
町
農
業
振
興
地
域
整
備

　
　
　

促
進
協
議
会

29
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例

　
　
　

会

　
　
　

郡
内
正
副
議
長
と
県
知
事
と

　
　
　

の
意
見
交
換
会

９ 

月

８
日　

９
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

11
日　

藍
住
東
中
学
校
体
育
祭

15
日　

９
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　

国
体
壮
行
会

16
日　

あ
い
ず
み
商
工
会
納
涼
祭

　
　
　

反
省
会

19
日　

敬
老
の
つ
ど
い

20
日　

９
月
議
会
定
例
会
閉
会

25
日　

西
幼
・
西
小
運
動
会

27
日　

学
校
訪
問

　
　
　
（
藍
住
東
中
学
校
）

委
員
長　
　

奥　

村　

晴　

明

副
委
員
長　
　

矢　

部　

秀　

行

委　

員　
　

佐　

野　

慶　

一

　藍住町へ来て30年が過ぎ、やっと「藍住町民」になり切れたような気がします。
　そこで最近、気になっていることを申し上げたいと思います。
　それは町議会のあり方です。今年になって郡内では、すでに他の４町で相次ぎ、議員選挙が行われま
した。他町のことをとやかく言う資格はありませんが、どの選挙も投票率が前回よりも下がりました。
新聞などの論評では「町民無視の議会運営が原因」とも言われています。
　藍住町ではどうでしょうか。現在２人が欠員となっていま
す。万引きで辞職を余儀なくされた共産党議員、町内に住ん
でいないので議員資格がないとして失職した女性議員。いず
れも町民を愚弄した行為と言わざるを得ません。
　藍住町では来年２月が改選と聞きましたが、このままでは
他町と同じように有権者にソッポを向かれるのではないでし
ょうか。
　税金から報酬を得ている以上、議員は、その日常生活や言
動においても町民の模範となるべきだと思います。
　今度の選挙は「出直し選挙」と位置づけ、正々堂々と政策や
主張で戦ってもらいたいと思います。私も候補者の主張に耳
を傾け、大切な一票を投じたいと思います。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

勝瑞  株田　清美さん

議
会
の
う
ご
き

編
集
後
記

　

す
っ
か
り
秋
も
深
ま
り
、

今
年
も
早
や
師
走
が
近
づ
い

て
き
た
。

　

私
た
ち
議
員
の
任
期
も
あ

と
３
か
月
余
り
、
現
職
と
し

て
の
定
例
議
会
も
来
月
の
12

月
議
会
の
み
と
な
っ
た
が
、

議
会
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ

ん
の
目
が
鋭
い
こ
と
に
驚
か

さ
れ
た
。
今
回「
わ
た
し
の

一
言
」や「
町
民
の
声
」で
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

有
権
者
の
方
々
は
私
た
ち
議

員
の
言
動
に
注
目
し
て
い
る

よ
う
だ
。
そ
れ
だ
け
議
会
に

対
す
る
期
待
が
大
き
く
、
私

た
ち
議
員
の
責
任
も
重
い
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ

せ
ら
れ
た
。

　

今
期
４
年
間
の
議
会
活
動

を
反
省
し
、
襟
を
正
し
て
残

り
任
期
を
全
う
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強
く

し
て
い
る
。

藍住町議会議場

３町合同企画展（滋賀県愛壮町）で展示された
藍染め作品

10 

月

１
日　

北
幼
・
北
小
・
南
幼
・
南
小

　
　
　

運
動
会

２
日　

東
幼
・
東
小
運
動
会

３
日　

な
く
せ
じ
ん
肺
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
　
　

要
請
行
動
来
庁　

12
日　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

　
　
　

会（
香
川
県
）

18
日　

徳
島
環
状
道
路
建
設
促
進
期

　
　
　

成
同
盟
会
総
会（
徳
島
市
）

19
日　

藍
住
町
橋
梁
長
寿
命
化
検
討

　
　
　

委
員
会

23
日　

身
体
障
害
者
ふ
れ
あ
い
大
会

24
日　

板
野
郡
町
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
（
北
島
町
）

25
日　

学
校
訪
問（
東
幼
・
東
小
）

28
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

29
日　

福
祉
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ

　
　
　

ス
テ
ィ
バ
ル


